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【お答え】平成１８年に改正消防法が施行され、住宅用火災警報器の設置が義務付
けられています。
　火災警報器は古くなると電子部品の寿命や電池切れで火災を感知しなくなるこ
とがあるので１０年を目安に取り替えるのがお勧めです。また、設置する時には
後で設置した年月が確認できるように本体の側面などに設置年月を記入しておき
ましょう。
　オール電化でガスコンロを使っていないご家庭やたばこを吸う人がいないご家
庭でも漏電や放火など火災の原因と無縁ではありませ
ん。火災の早期発見と消火や避難の助けとなる火災警報
器を取り付けましょう。

■問い合わせ　久賀総合支所（７９）１０００
　　　　　　　大島総合支所（７４）１００１
　　　　　　　東和総合支所（７８）１１１０
　　　　　　　橘 総 合 支 所 （７７ ）  ５５００

昔から「亥の子の日にこたつを出す」といわれています。暖房器具
を使う頃になりました。火の始末や火事が心配になる季節です。

【ご質問】火災警報器を寝室の壁に取り付けています。一度取り付けたらずっと使えますか？

　周防大島町の「空ビン」の分別についてお話しする前に、まず「リターナブルビ
ン」についてふれておくよ。「リターナブルビン」とは、回収して洗浄し、ラベル
を張り替えて、そのまま再利用されるビンのことで、一升ビン、ビールビン、牛乳
ビンなどがこれにあたるよ。酒屋さんや牛乳配達店さんなどの中には、空ビンを引
き取ってくれて、そのうえ、保証金がもらえるところもあるよ。直接、お店に問い
合わせてね。
　周防大島町で「空ビン」に分別されるものは、「空カン」と同じく、食べ物や飲
物など（人の口に入るもの）が入っていたものに限られているよ。ビンのラベルは
無理にはがさなくてもいいから、よく洗って出してね。ごみ収集ステーションに用
意されている専用のコンテナに色別（透明、茶色、その他の色）に分けて入れてね。
危ないから、なるべく割らないようにしてね。割れていても回収するけど、レジ袋
に入れたり紙に包んだりしないで、そのままコンテナに入れてね。
　化粧品などのビンは、「埋立ごみ」に分別することになっているから、間違えな
いでね。
　周防大島町で収集された「空ビン」は、専門の業者に引き取られた後、細かく砕
かれて形を変え、別のガラス製品に生まれ変わるよ。だけど、まだまだ使える「リ
ターナブルビン」を「空ビン」に出すのはもったいないよね。町で収集しないわけ
じゃないけど、まずはお店に引き取ってもらおうね！

ごみの出し方講座 「 空 ビ ン 」

みかんちゃんの

■問い合わせ

　生活衛生課　☎０８２０（７９）１０１２

●「リターナブルビン」は、なるべくお店に引き取ってもらう。
●「空ビン」は、色別に分けてコンテナに入れる。
● 割れたビンもＯＫ！そのままコンテナに入れる。
● 化粧品などのビンは、「埋立ごみ」へ分別する。

今回のポイント！

「みかんちゃん」は、周防大島町
の３Ｒ推進マスコットキャラク
ターです。

※３Ｒとは？
● Reduce（リデュース）
　廃棄物の発生抑制（ごみを減らす）
● Reuse（リユース）　　
　再使用（何度も使う）
● Recycle（リサイクル）
　再資源化（資源に戻す）


